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今月の保育のねらい 

・健康に留意し、寒さに負けず 

       元気に過ごす 

 

 

 

とよほっと新聞 
～笑顔ｄｅ共育て～ 

 

日 曜日 予 定 内 容 

1 土 情報伝達訓練 

2 日  

3 月 節分 ニコニコフォト撮影 

4 火 にこにこタイム 

5 水  

6 木 友光さんとあそぼう 4・5歳児 

0 歳児健診   

7 金  

8 土 園舎清掃（業者による） 

9 日  

10 月  

11 火 建国記念の日（休園） 

12 水 身体計測（乳児）  

13 木 身体計測（幼児） 

14 金 園内研修（年間考察） 

めだかくらぶ 

15 土  

16 日  

17 月 ニコニコフォト撮影 

18 火 4 歳児おにぎり遠足 

（石神井公園） 

にこにこタイム（3.5 歳児） 

19 水 「お手玉の会」の方来園（幼児） 

20 木 友光さんとあそぼう 4・5歳児 

入園内定児説明会 

21 金  

22 土  

23 日 天皇誕生日 

24 月 振替休日（休園） 

25 火 おはなし会（幼児） 

26 水  

27 木  

28 金 卒園式総練習 

 

月の主題  

・寒さに 

負けずに ! 

            

2月  行事予定 

  

◆ 避難訓練は予告なしで実施 

 

 

今月の 24節気 
◆2 / 3 立春   

 冬至と春分のちょうど中間。冬と

春の分かれる節目の日である節分の

翌日で、寒さがあけて春に入る日。

いわば春の初日です。 

 

 

◆2 / 18 雨水  

 雪が雨へと変わって降り注ぎ、降り積もった雪や氷もとけて水になる頃

という意味。実際にはまだ雪深い地域もありますが、厳しい寒さが和らぎ

暖かな雨が降ることで、雪解けが始まる頃です。 

 

卒園式のおしらせ 

令和 7年 3月 7日（金） 
に行います。 

◆5歳児クラスの保護者の皆様が 

式に参加します。 

区立保育園情報伝達訓練について 
 
令和 7年 2月１日（土）12：00～24：00 
① キッズビューの配信 

② 災害用伝言ダイヤル（171） 

③ 災害用伝言版（Ｗｅｂ171） 

訓練への参加よろしくお願いします。 

気
温
が
10
度
を
超
え
る
日
が
多
く
あ
り
、 

冬
と
は
思
え
な
い
睦
月
で
し
た
。
如
月
は
、 

一
年
の
中
で
最
も
寒
い
季
節
と
言
わ
れ
る 

時
期
で
す
が
、
木
々
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み 

始
め
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て
く 

る
鳥
の
さ
え
ず
り
が
大
き
く
な
り
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少
し
ず
つ
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
月 

に
な
る
で
し
ょ
う･･･

。 

時
季
の
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然
に
触
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
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齢
に
あ
っ
た
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動
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
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。 
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こ
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て
く
る
で
し
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か
？ 
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全
ク
ラ
ス
の
保
護
者
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

保
護
者
会
を
と
お
し
て
、
わ
た
く
し
た
ち
が 

大
切
に
捉
え
て
い
る
保
育
の
根
幹
を
お
伝
え 

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

 

写
真
や
動
画
で
、
少
し
で
も
子
ど
も
の
育

ち
を
届
け
た
い
と
の
思
い
で
、
担
任
は
資
料

を
作
成
し
ま
し
た
。 

を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
栄
養
士
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
「
食
」
は

家
庭
で
２
回
、
園
で
１
回
と
い
う
よ
う
に
、

家
庭
と
キ
ッ
チ
ン
と
保
育
者
が
連
携
し
合
っ

て
、
子
ど
も
に
関
わ
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と

だ
と
痛
感
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

よ
り
よ
い
か
か
わ
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
今

後
と
も
「
共
食
」
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。 

子育ちに最も重要なことは･･･？ 

 

私たちが大切に捉えて保育をしている『保

育の環境』ですが、一言で保育環境といって

もさまざまな考え方があります。 

私たちが考えている保育環境とは、①子ど

もたちが生活する場所全体のこと  ②子ども

たちのまわりの自然（自然環境） ③子どもがあ

そぶ遊具（物的環境） ④子どもに関わる大人の

存在（人的環境）の 4点です。 

これらの①～④を豊かにしていくために努力できること、実行していくこと

を常に考えています。 

どんなに、遊具や備品が揃っていても、子ども自身がやってみたい、遊んで

みたい、挑戦してみようという心の動きがなければ、遊具もただの物でしかあ

りません。子どもの心が動いて、やってみたいことを存分に行うことができる

ように、関わる大人がなすべきことを見極めて、必要とされているときに、的

を射た子どもへの支援や対話で応じてあげられる存在でありたいと思います。 

精神科医で作家の斎藤茂太さんがおっしゃっていたことです。 

『できることが増えるより楽しめることが増えるのがいい人生』 本当にそうだ

なと思います。 

今年度もあと二か月となりましたが、人的環境の責任を一人ひとりの職員が

心にとめて保育をしていきます。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%AD%E5%92%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%AD%E5%92%8C

